SHARP 

取り付けと基本操作 

デジタルコードレス巧話簡 

巧ち 


/す f •ノ•エルジ1イク V - シ•パレ 

JD-700CL ■ JD-700CW 


このたびはコードレスち詩な 「JD.700CL / JD.700CW」 
をお■いちげいたださ> まことにを0がと5ごさいました， 
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jw とくとくダイヤル そレな!•を：さ s ' 々巧 レでください< 
目 ft 巧に U 回！! 巧が K をされで* は 巧 了です， 
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2化磯 I お 


巧!»とくと < ダイヤル J の技ち■面にな0ます。 

巧帝とくとくダイヤルとは、巧》巧おへ«資ぞかけるときに通^がおトクになる 
ヴービスでず ♦ 

なし< は、巧巧巧 g 書の82〜83ページをご»<ださい， 


I 巧巧と < とくダイヤルの巧ち） 


NTW □本， NTTQS 本のひか〇亀巧では、ちおさな{巧詹事樂ち）を這ちして 
電巧ミかけることがでさ》なん ♦ そのため、巧巧とくとくダイヤルは巧リ用になり 
まなんので、なちしなし、でください •（ 讯ちしない〕のままでお®いくだ S い） • 
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着随•受龍の大きさを変える谢傲 


着な音 (« fi がかかつてをたとをに曲る巧出 ■) を大5 くした0、 
小さくした0することがでをます， 


♦ S 巧巧を■いたまま 
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♦« 巧音の乂さなは5段巧 
巧ずたびに巧む0ます. 
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夏な« (■» でお«し中に* B □から M こえる ■) そ大そくしたり、かさく 
した0ずることびでさます。巧手の方の声び M こスにくいとがこ«巧でず • 
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♦お巧し申に 


♦ SR 舍の大ささは5巧酱 
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着な音(亀をがかかつてをたとをに曲る巧出 ■) を大5 くした0、 
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おおいをわせの前に、をラー度桂誘を 


■篇隹で■巧巧かけされない 


をミ1がな♦上けごを•ンー J とい5音げ H こえないとさ 
♦ 巧巧巧コードが正し < ち巧されでいますかブ 

3ページをお巧みになり、もう一巧巧巧してみてください>_ 

ちさちを上げると[ツー」といろ音げ M こえるが、霉さをなけらのないとを 
• 9居回 ff の g 刖が正し< B ちなれでいまだん ♦ 
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♦巧《や、ほかの子« (JD 70 aCW の場さ）巧ち用していまだんか？ 

♦巧用がおわってかろ®愛をかけて<ださい> 
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